
令和６ 年度

ホルスタ イ ン種後継牛確保対策支援事業について

１ ． 目的

　  　 生産性の高い牛群の整備を 推進し 、 自家育成により 計画的に乳用後継牛を 確保する こ と で本県酪農

の生産基盤の維持と 経営の安定を 図る ために実施する 。

２ ． 事業主体

　  　 こ の事業主体は、 熊本県酪農業協同組合連合会（ 以下「 本会」 と いう 。） と する 。

３ ． 事業期日

　  　 こ の事業の対象期日は、 期首を 令和６ 年２ 月１ 日、 期末を 令和７ 年１ 月31日と する 。

４ ． 事業内容

　  　 こ の事業は、 次の場合に奨励金を 支払う も のと する 。

　 　（ 1 ） 期末の育成牛（ 乳用雌牛2４ヶ 月齢未満） 頭数が期末の成牛（ 乳用雌牛2４ヶ 月齢以上） 頭数の

半数以上飼養し ている 生産者を 、 自家育成奨励金の対象と する 。

　 　（ 2 ） 期末の育成牛頭数が期首頭数よ り 増加し た場合、 増加し た頭数を 増頭奨励金の対象と する。

　 　（ 3 ） 育成牛を 預託し ている場合は、 飼養頭数に含まれるこ と と する 。

５ ． 奨励金

　  　 こ の事業に係る 総額は3０, ０００千円と し 、 奨励金の内訳は次の通り と する。

　 　（ 1 ） 自家育成奨励金（ １ 戸当たり 規模別1０千円～ 1００千円） ※消費税は不課税

　 　（ 2 ） 増頭奨励金　 　  （ １ 頭当たり 3０千円以内）　 　 　 　 　 　  ※消費税は不課税

　 　 　 　  但し 、 事業総額を 上回る 実績額が生じ た場合は、（ 1） 自家育成奨励金を 優先するも のと し 、 そ

の残額を （ 2） 増頭奨励金に充て、 実績頭数で除し た単価（ 千円未満は切り 捨て） で助成する

も のと する 。

　 　 ※自家育成奨励金規模別（ 成牛： 乳用雌牛24 ヶ 月齢以上頭数） 表

　 　 10頭未満 10頭以上～

30頭未満

30頭以上～

60頭未満

60頭以上～

90頭未満

90頭以上～

10千円 20千円 50千円 80千円 100千円

６ ． 事業申込

　  　 本事業の対象と なる 生産者を ホルスタ イ ン 種後継牛確保対策支援事業実績報告書 （ 別紙様式第１

号） に会員組合が取り まと めの上、 本会へ申し 込むも のと する 。

　  　 また、 育成牛を 預託し ている 場合は、 その頭数と 預託を 照明する 書類等を 添付する も のと する 。
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７ ． 対象者

　  　 こ の事業の対象者は次の通り と する 。

　 　（ 1 ） 本会会員の組合員であっ て本会へ生乳出荷がある 生産者と する 。

　 　（ 2 ） 牛個体識別情報開示同意書を 提出し た生産者と する。

８ ． 対象者の遵守事項

　  　 支援対象者は、 次の事項を 遵守する も のと する 。

　 　（ 1 ）（ 独） 家畜改良セン タ ーの牛個体識別全国データ ベースによ る 生産者の乳用雌牛の月齢別頭数

で評価する ため、（ 独） 家畜改良セン タ ーへの報告を 適切に実施する こ と 。（ 注： 令和７ 年２ 月７

日までに出生頭数の報告を 実施する こ と 。）

　 　（ 2 ） 対象者は、 次年度から の後継牛確保対策のため、 ホルスタ イ ン 種の生産に努めるも のと する 。

　 　（ 3 ） 自家育成奨励金およ び増頭奨励金を 受けたも のは、 自家保留に努める も のと する。

９ ． 奨励金の支払い

　  　 令和７ 年４ 月末日までに、 会員組合を 経由し て対象者へ支払う も のと する 。

1０． その他

　  　 こ の事業に定めるも ののほか、 必要な事項が生じ た場合は、 本会会長が別に定める こ と ができ る も

のと する 。
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令和６ 年度北海道預託推進対策事業について

１ ． 目的

　  　 本県の搾乳後継牛確保対策と し て全酪連販売預託事業の利用拡大に向けた推進を 図り 、 生乳生産基

盤の維持に寄与するこ と を 目的と する 。  

２ ． 事業主体

　  　 こ の事業主体は、 熊本県酪農業協同組合連合会（ 以下「 本会」 と いう 。）

３ ． 事業期間

　  　 令和６ 年４ 月１ 日から 令和７ 年３ 月31日までと する 。

４ ． 事業内容

　  　 全酪連が取り 組む預託事業に係る費用の一部を 助成し 奨励措置と する。

５ ． 預託先

　  　 全酪連若齢預託熊本牧場

　  　 全酪連販売預託事業預託牧場（ 北海道2０農協４０戸）

６ ． 事業費　 　 　 ９, ０００千円 

　  　 １ 頭当たり 助成金単価を ５０千円（ 税別） 以内と し 、 事業費を 超えた場合は申し 込み頭数に応じ て按

分し た（ 単価千円未満は切り 捨て） で助成する 。

７ ． 事業対象牛

　  　 全酪連若齢預託熊本牧場を 利用し た育成牛と し 、 全酪連乳用育成牛斡旋及び初妊牛売買事業によ

り 、 事業期間内に北海道へ上牧し た牛と する 。

　  ＊尚、 初妊牛で下牧が完了する こ と を 基本と する が、 事故が発生し た場合の奨励金の返還は求めない

も のと する 。

８ ． 事業申し 込み

　  　 生産者は、 本事業の対象牛を 実績報告書（ 酪農家用)【 別紙様式第１ 号】 に記載し 所属組合に提出

し 、 組合は内容を 確認後、 実績報告書（ 組合用)【 別紙様式第２ 号】 に取り まと めの上、 令和７ 年４

月４ 日までに本会へ提出し 申し 込むも のと する 。  

９ ． 助成金の支払い

　  　 令和７ 年４ 月末日までに、 組合を 経由し て対象者へ支払う も のと する。
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1０． その他

　  　 こ の事業に定めるも ののほか、 必要な事項が生じ た場合は、 本会会長が別に定める こ と ができ る も

のと する 。
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１ ． 目的

　  　 生産資材等の高騰によ る 生産コ スト の上昇が酪農経営を 圧迫する なか、 乳用種経産牛を 再肥育する

乳肉複合経営を 推進し 、 肉資源確保と 酪農経営の安定を 図る こ と を 目的と する 。  

２ ． 事業主体

　  　 こ の事業主体は、 熊本県酪農業協同組合連合会（ 以下「 本会」 と いう 。） と する 。  

３ ． 事業期間

　 　 令和６ 年４ 月１ 日から 令和７ 年３ 月31日と する 。  

４ ． 事業内容と 要件

　（ 1 ） 本会指定のと 畜場で処理し た、 枝肉重量（ 水引重量） ４００㎏以上の枝肉を 対象と し て助成する 。

但し 、 共済廃用牛・ 事故牛は対象外と する 。

　（ 2 ） 酪農廃業に伴う 出荷の場合は、 最終生乳出荷日以前にと 畜さ れたも のを 対象と する。

　（ 3 ） 枝肉共励会等に出品さ れたも のは対象外と する。

　（ ４ ） 本会会員の組合を 通じ て生乳を 出荷する 生産者と する。

５ ． 事業費　 　 　 ５, ０００千円

　  　 助成金は、 １ 頭当たり 1０千円（ 税別） と し 、 事業費を 超えた場合は申し 込み頭数に応じ て按分し た

単価（ 千円未満は切り 捨て） で助成する 。  

６ ． 事業申し 込み

　  　 本事業の対象と なる 生産者を 令和６ 年度乳用種経産牛肉資源確保対策事業申請書（ 別紙様式） に組

合がと り まと めの上、 本会へ提出する も と する 。

７ ． 助成金の支払い

　  　 令和７ 年４ 月末日までに、 会員組合を 通じ て対象者へ支払う も のと する 。

８ ． その他 

　  　 こ の事業に定めるも ののほか、 必要な事項が生じ た場合は、 本会会長が別に定める こ と ができ る も

のと する 。  

令和６ 年度

乳用種経産牛肉資源確保対策事業について
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自給飼料生産性向上特別対策について

１ ． 目的

　  　 飼料を と り まく 環境は、 海外各国の購買力の高まり やロシアのウク ラ イ ナ侵攻の影響によ る飼料原

料の産地相場上昇や高止まり が継続し ており 、 更には燃料価格の高騰や円安の影響を 受け飼料価格は

高騰し 、 生産者の経営環境は依然と し て厳し い状況と なっ ている。

　  　 つき まし ては、 酪農経営の安定およ び自給飼料の増産や品質向上を 目的と し て自給飼料生産性向上

対策を 実施する 。

２ ． 対象銘柄

　 ①イ タ リ アンラ イ グラ ス種子（ ガルフ を 除く ）

　 ②ト ウモロ コ シ種子

３ ． 対策期間

　  　 令和６ 年４ 月１ 日～令和７ 年３ 月31日供給分

４ ． 対策単価

　  　 ①キロ グラ ム当たり 1００円（ 税別）

　  　 ②小袋（ 3, ５００粒換算） 当たり 2５０円（ 税別）

５ ． 対象者

　  　 会員組合に属する生産者

６ ． 対策金の支払い

　  　 供給価格織込

７ ． その他

　  　 こ の要領に定めるも ののほか、 必要な事項が発生し た場合は、 本会会長が別に定めるこ と ができ る

も のと する 。
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１ ． 目的

　  　 粗飼料を と り まく 環境は、 産地相場が緩和し たも のの為替の影響による 高止まり 、 更には海上輸送

費の上昇など、 生産者の負担が増加する 傾向が続いている。

　  　 こ のよ う ななか、 酪農経営の支援と 系統利用の推進を 目的と し て、 特別対策を 実施する 。

２ ． 対策期間

　（ 1 ） 令和６ 年４ 月１ 日～令和６ 年５ 月31日までの供給分と する 。

　（ 2 ） 令和６ 年11月１ 日～令和７ 年２ 月2８日までの供給分と する 。

３ ． 対策内容

　（ 1 ） アルフ ァ ルフ ァ ヘイ 、 オーツ ヘイ 、 チモシーヘイ 、 ク レ イ ングラ ス、 スーダン グラ ス、 バミ ュ ー

ダーヘイ 、 ミ ッ ク スヘイ 、 スト ロー類の長物乾牧草

　（ 2 ） 新規の乾牧草が発生し た場合は、 追加対象と する 。

４ ． 奨励金

　  　 ト ン当たり 1, ０００円（ 税別） と する 。

５ ． 対象者

　  　 会員組合に属する生産者と する 。

６ ． 奨励金の支払い

　 　 令和７ 年３ 月末日までに、 会員組合を 経由し て対象者へ支払う も のと する 。

７ ． その他

　 　 必要な事項が発生し た場合は、 本会会長が別に定める こ と ができ る も のと する。

粗飼料特別対策について
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八代Ｔ ＭＲ 飼料特別対策について

１ ． 目的

　  　 飼料を と り まく 環境は、 価格の高騰に加え自給飼料の確保が厳し い地域も 発生し 、 更に燃料価格も

高騰する など生産者の経営は厳し い状況が続いている 。

　  　 こ のよ う ななか、 酪農経営の安定に繋げる と と も に普及推進を 図る こ と を 目的と し 八代Ｔ ＭＲ 飼料

特別対策を 実施する。

２ ． 対象期間

　  　 令和６ 年４ 月１ 日から 令和７ 年３ 月31日までの供給分と する 。

３ ． 対象銘柄

　  　 八代Ｔ ＭＲ 飼料全銘柄と する 。

４ ． 対策単価

　  　 ト ン当たり 1, ０００円（ 税別） と する 。

５ ． 対象者

　  　 会員組合に属する生産者と する 。

６ ． 対策金の支払い

　  　 供給価格織込と する 。

７ ． その他

　  　 必要な事項が発生し た場合は、 本会会長が別に定める こ と ができ る も のと する。
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その病気、 裏に潜むのは・ ・ ・
生産本部指導部技術課　 獣医師　 下山　 翔平　

　 以前に比べて乳房炎や繫殖障害、 死流産、 子牛の肺炎や下痢が増えたと いう 方はいないでしょ う か。

これらの原因は多種多様ですが、 今回はこれらの病気が増える原因と なり 得る 「 裏に潜んでいる病気」

について紹介したいと 思います。 それは、“ 牛ウイルス性下痢” と いう 、 届出伝染病にも指定さ れてい

る感染症です。

〇牛ウイ ルス性下痢（ bovine viral diarrhea-mucosal disease） はどんな病気？

　 牛ウイルス性下痢（ 以下BVD） は名前こ そ下痢と いう 言葉が入っていますが、 その本質は感染した

牛の免疫力を低下させるこ と です。 普通、 細菌やウイルスと いった病原体が感染すると 、 それらから体

を守るための免疫系が働き始めます。 しかし BVDウイルスは免疫系を動かすきっかけと なる物質の働

きを抑えるこ と で、 免疫を働かせる青信号を勝手に赤信号に変えてしまう のです。 その結果、 う まく

免疫が働かず、 普段はかからない細菌やウイルスに簡単に感染してしまい、 乳房炎や肺炎と いった病気

にかかってしまいます。 そんなウイルスが農場に入ったら牛の免疫力が低下して病気だらけになるじゃ

ないか！と 思う かも 知れません。 しかし 、 多く の牛ではBVDウイルスに感染しても ２ 週間ほどで回復

し、 終生免疫を獲得します。 よって、 約２ 週間の免疫力が低下する時期に、 前述した病気にかかり やす

く なると いう わけなのです。

　 こ れだけ聞く と 、 大した病気ではないと 感じるかも しれません。 しかしBVDウイルスの恐ろしさ は

それだけではないのです。 最も恐ろしいのは“ 持続感染牛” と 呼ばれる、 ウイルスを排泄し続ける牛が

牛群内で密かに存在してしまう こ と にあり ます。 持続感染牛は発育不良、 下痢、 呼吸器症状を主な症状

と しますが、 無症状の場合も多く 、 生涯にわたってウイルスを排泄し他の牛への感染源と なり ます。 で

は、 この持続感染牛はどのよう な条件で生まれてく るのでしょ う か。 その条件は簡単で、 妊娠牛が妊娠

30 ～ 120日前後でBVDウイルスに感染すると 、 胎子が持続感染牛と なるのです。 持続感染牛の治療法

はないため、 早期に摘発淘汰を行わないと 、 牛群内にBVDを蔓延さ せるだけでなく 、 発育の悪い牛を

飼い続けるこ と になってしまいます。 下図にBVDの感染様式をまと めました。 持続感染牛がこ の病気

の基盤になっているこ と が分かると 思います。
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　 BVDが蔓延していると 、 前述した病気による治療費が増加するだけでなく 、 流産や繁殖障害による

繁殖費用の増加や飼養管理費用の増加、 後述する清浄化にも 費用がかかり ます。 こ のよ う に、 BVDが

生産性に与える影響は大きく 、 海外では繁殖牛１ 頭当たり 年間約１ 万円の損失がでている事例もあり ま

す。

BVDによる影響

✓免疫力低下による乳房炎、 肺炎、 腸炎の増加

✓乳房炎に伴う 、 乳量および乳質の低下

✓流産、 先天性奇形、 繁殖障害の増加

✓上記疾病による診療費の増加

✓持続感染牛の淘汰による損失

✓検査、 衛生管理、 ワク チン費用と 労力の増加

〇BVDの対策について

　 まず牛群内に持続感染牛が存在していないかを調べ、 感染状況の把握を行います。 バルク 乳から手軽

に検査を行う こ と ができます。 バルク乳検査で陽性の場合は個体ごと に血液検査をおこない、 持続感染

牛を特定し淘汰します。 耳片から個体ごと の検査を行う こ と もできます。 その後、 新たな持続感染牛を

生み出さ ないための対策をおこ ないます。 具体的には、 導入牛等を介して農場内にBVDが入ってこ な

いよう に検査、 消毒を行いながらワクチン接種をおこないます。 現在は、 妊娠牛に対しても使用でき、

１ 回の接種で効果のあるワク チンも販売されています。 その後は定期的にバルク 乳検査をおこない感染

がないかについてモニタリ ングします。

　 BVDは直接的な影響を感じにく いので、 気付かぬう ちに蔓延している可能性があり ます。 決して、

農場からなく すこ と のできない病気ではあり ません。 定期的なモニタリ ングと 導入牛の検査、 ワク チン

接種が対策の要と なり ます。“ も しかして…” と 思われた方は、 担当の獣医に相談してみてく ださい。

感染状況の

把握

持続感染牛の

淘汰
セキュ リ ティ

ワク チン

接種
モニタ リ ン グ
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令和５ 年度　 第２ 回
熊本県ホルスタ イ ン種推奨種雄牛を選定！

生産本部　 指導部　 経営支援課　  

　 令和６ 年３ 月22日（ 金） に本会３ 階大会議室

で、 令和５ 年度第２ 回熊本県ホルスタイン種推奨

種雄牛選定会議を開催し 、 熊本県乳牛改良同志

会、 熊本県乳用牛群検定組合、 熊本県酪農青壮年

部協議会の各代表者に選定委員と してご参加頂き

ました。

　 選定会議では、 12月に公表された国内種雄牛評

価値（ ＮＴ Ｐ ） と アメ リ カ種雄牛評価値（ Ｔ Ｐ

Ｉ ）、 カナダ種雄牛評価値（ Ｌ Ｐ Ｉ ）、 ド イツ種雄

牛評価値（ Ｒ Ｚ Ｇ ） を参考に、 各授精所から推薦

された種雄牛の中から協議の上、 推奨種雄牛を決

定しました。

　 選定基準については、 原則と してＮＴ Ｐ 換算40

位以内であり 、 産乳成分、 耐久成分（ 乳器・ 肢）、

長命連産改良に顕著な特徴がある種雄牛で可能な

限り 判別精液を有する種雄牛の選定と なり ました。

　 また、 今回より ヤングサイアの枠を設け、 最新

の世代の遺伝子で、 高いゲノ ミ ッ ク評価を持った

乳牛の選定を行いました。

　 その結果、 下記の通り 国産牛６ 頭、 輸入牛６ 頭

の合計12頭と なり ました。 それぞれの特徴につい

ては、 次号の裏表紙に掲載を予定しており ます。

詳し く は、 弊会精液担当者までお問い合わせ下さ

い。

　 尚、 近親交配を避ける為、 登録証を確認して授

精をお願いします。

国産牛

順位 N TP 略号 名号
血統 価格帯

父 母の父 通常 雌価格

検定済み種雄牛

N TP
第 ２位

3, 00２ JP3H5898２ ハツピーク ロス モデル ET アルタ モレノ プロフ イ ツト 3, 000円台 8, 000円台

N TP
第 ６位

２, 595 JP5H59104 W HG アウト レイ  レーウイ ン ET アウト ラ スト バーボン ２, 000円台 ６, 000円台

N TP
第1６位

２, 384 JP5H59114 OACピーク フ エスト  ピーチボーイ アルタ ２4K オク ト ーバーフ エスト 1, 000円台 ６, 000円台

N TP
第3２位

２, 031 JP4H58800 グリ ーンスタ ー バンビーナ ET ジヨ スーパー ク ラ ンチ 1, 000円台 7, 000円台

ヤン グサイ ア

GN TP
第 3 位

3, 509 JP5H６0984 マース ジヤマルコ  デーヴア ET ジヤマルコ アルタ モント ーヤ 3, 000円台 8, 000円台

GN TP
第 4 位

3, 495 JP3H６1403 BS OSE サウンド  メ モリ ー ET アルタ マグニフ イ ツク パースーツ 3, 000円台 8, 000円台

輸入牛

順位
N TP
換算

略号 名号
血統 価格帯

父 母の父 通常 雌価格

検定済種雄牛

TPI
第 1 位

3, 549 551H4119 ジエノ ソ ース キヤプテン ET チヤール セイ バー ― 1２, 000円台

TPI
第 7 位

２, ６２9 7H15085 シーマーズ RENGD パーフ エク ト  ET レネゲード デルタ ラ ムダ 5, 000円台 10, 000円台

TPI
第２4位

２, 957 11H15088 ピーク  アルタ  オラ フ  ET リ ゾルブ デルコ 3, 000円台 ６, 000円台

LPI
第 1 位

3, ２7２ 551H41２5 ジエノ ソ ース ジヨ ンボーイ  ET レツド ロツク ダイ ナモ 4, 000円台 8, 000円台

ヤン グサイ ア

－ 3, 444 ２9H19773 キングスラ ンソ ム ダフ イ ー ET アキユラ リ オ ― 10, 000円台

－ 3, ２６4 551H4６3２ STジエン アウト  オキシー ET アウト カ ム メ ド レー 4, 000円台 8, 000円台
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